
 
 
 
 

積丹地区青年部へのワカメ養殖指導 

           北海道後志総合振興局 
後志地区水産技術普及指導所（那須俊宏） 

 
【背景・目的・目標（指標）】 

令和４年３月に開催された東しゃこたん漁協積丹地区青年部（以下、青年部）懇談会に

おいて「冬の積丹は時化が多く、出漁できる日が限られる。漁港内で計画的に水揚げので

きる何かはないか」との相談を受けた。後日、時期的にも適したワカメ養殖を提案したと

ころ興味を示したため、生態や養殖工程等について勉強会を開催した。 
ワカメは時期的に合うだけではなく、今後も海水温の上昇が続くと北海道がワカメ養殖

に適した海域となることも想定され、今から技術を身に付けておくことで将来的に役立つ

可能性もあることなどを説明し、令和４年度からワカメ養殖試験を開始した。 
 地域の担い手である青年部員に様々な体験を通じて成長してもらうため、単にワカメの

種苗糸を購入して養殖するのではなく、自らの手で採苗し種苗糸を生産することや、養殖

管理を経て収穫・販売に至るまでのプロセスを経験することで養殖業への知識と経験を積

み、地域における自立したワカメ養殖漁業の定着を目標に指導した。 

 
【普及の内容・特徴】 
 本活動を進めるに当たり、ワカメ種苗生産に用いる資材や小型水槽の冷却手法について

は道総研中央水試より助言を受けた。この方法を基に机上の小スペースに設置した 15Ｌ

水槽を小型水槽クーラーで冷却し、約 60ｍの種苗糸の生産を指導した（図１）。 

飼育水の作成や管理方法については青年部員と協議し、催事に使う大鍋や鋳物コンロで

港内から汲み上げた海水から煮沸滅菌海水を作り、ポリタンクで保管した（図２、３）。 

 ワカメ養殖では水温が上昇する夏季に海中に吊して育苗する「仮殖」の工程があるが、

海中に入れると雑物が付くため、採苗器ごと密閉する袋に入れて遮光し、配偶体の状態の

まま陸上で休眠させる方法（図４）を指導した。この方法は種苗糸を管理するうえで大き

なポイントとなるため、スライドを使って分かりやすく説明（図５）しながら一緒に作業

を行ったところ、採苗時に付着した緑藻や紅藻類が枯死するなど予想外の効果もあり、休

眠後の種苗糸からはワカメが問題なく発芽（図６）したため、技術的に実用可能であるこ

とが確認できた。 

販売先については漁協も交えながら協議した。漁協を通じて生産部門の取引先や加工業

者へ打診した結果、生鮮出荷が行える販売先を得ることができた。また、青年部では自ら

飲食店への売込みを行い、僅かながら販売先を独自に開拓するなど、種苗糸の生産から販

売まで自分たちの手で一貫して行う養殖スタイルを作ることができた（図７、８）。 

 

普及項目 養殖 
漁業種類等 ワカメ養殖業 
対象魚類 ワカメ 
対象海域 日本海中部 



 青年部が実施する採苗管理方法は机１台程度の小スペースで種苗糸を生産できるため

地域や場所を選ばず、どこでも同じように導入できるのは大きなメリットである。また、

漁業者が個人的に作業場や自宅などで種苗糸を生産し、漁家経営の一魚種として取り組む

ことが可能なことも大きな特徴である。 
 

【成果・活用】 
ワカメは身近な海藻ながら、青年部員にはワカメに関する知識がほとんど無かったため

令和４年度から前浜におけるメカブの成熟時期、採苗器の作成や採苗方法、種苗糸の管理

や沖出し、沖出し後の追跡調査などを一緒に取り組んだ。この結果、日常的な水槽管理は

青年部員が交替で行えるようになった（図９～13）。 
令和７年現在、採苗や配偶体の休眠、沖出しや出荷等の要所には指導所も参画している

が、それ以外については必要に応じ電話などで助言する程度となっている。 
採苗管理方法については毎年勉強会（報告会）を開催している（図 14）。当初、塩ビ管

で組んでいた採苗器を 100 円ショップのメニュー立てに変更したところ、扱いやすさが

格段に向上した。令和４年度から６年度までは水槽を直接冷却していたが、換水の手間や

効率などを考え、７年度はウォーターバス方式に改良するためホームセンターで収納コン

テナを購入して設置した（図 15、16）。このように身近なアイテムの工夫で効率化を図れ

ることも勉強会で伝え「種苗生産は難しい」というイメージのハードルを下げながら現在

まで継続している。 
 なお、令和４年度から現在まで行った試験により、いつ、何をするという時期別の作業

工程を整理することができた。これを基に「積丹地区におけるワカメ養殖マニュアル」を

作成した。 

 
【達成度自己評価】 
４ 目標（指標）はほぼ達成できた。（76～100％） 

 
【その他】 
１．技術的課題 
  種苗糸の生産にあたり状態の良いメカブを確保できなかったことや、沖出し後の種  
 苗糸が雑海藻に覆われ発芽できなかったことなど、いくつかの課題が存在する。 

 
２．青年部の課題 
 ａ）養殖施設への沖出しについて、各部員が参加できる日程の調整が難しく、良い状態   
  で種苗を沖出しできないことがあった。各部員が従事する漁業種類はそれぞれ異なり、  
  一日の操業が終わらなければ活動に参加できないなど、特有の課題がある。 
 ｂ）これまでの活動により部員全員が種苗糸の管理作業をできるようになったが、ワカ 
  メ養殖を自立させるためには率先して声掛けなどを行うリーダーを育成する必要が 
  ある。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ 煮沸滅菌海水の製造 

図３ 煮沸滅菌海水をポリタンクで保管 

図１ 水槽の設置状況（塩ビ管型採苗器） 

図６ 休眠後の種苗糸から発芽したワカメ 図５ 配偶体を陸上で休眠させる方法の勉強会 

図４  採苗器を密閉した袋に入れ、さらに 
段ボールに入れて遮光する 

図７ 収穫したワカメ 図８ 出荷の状況  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 10 日常の水槽管理（換水） 

図 15 ウォーターバス方式（外側の水を冷却  
    することで中の採苗水槽を冷却する） 

図 14 定期的に勉強会（報告会）を開催 

図 16 採苗器は 100 円ショップの資材、外側の 
     水槽は収納コンテナを利用 

図９ 採苗器の作製（種苗糸の巻き付け） 

図 12 漁港内の養殖施設への沖出し状況 図 11 種苗糸を養成綱へ挟み込む沖出し    
     の準備 

図１3 追跡調査の状況 


